
プラチナサポート加盟店の皆様へ 

今回は、考え方の基本である「帰納法」と「演繹法（えんえき）」について、簡単にご紹介します。 

帰納法とは、いくつかの実例から共通点を見つけ、結論を出す考え方です。 

例えば、A店・B店・C店でチラシを増やしたところ、いずれも来店が増えた場合、 

「チラシを増やすと、来店が増えやすい」と考えます。 

一方、演繹法とは、あらかじめ分かっているルールから結論を導く考え方です。 

「来店数が増えれば売上のチャンスは増える」 

「チラシは来店を増やす手段である」 

この前提から、「チラシは売上アップに有効だ」と考えます。 

帰納法は経験から考える方法、演繹法は理由を整理して考える方法です。 

日々の仕事では、結果を帰納法で振り返り、演繹法で次の行動を決めることで、判断がしやすくなります。 

今週もどうぞよろしくお願いいたします。 
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